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創立60周年記念誌の
発刊にあたって

学校長　八　木　雅　夫

　有明高専は昭和38年（1963）の創立以来、60年の歴史を積み重ねてきました。学校教育
法第115条において「高等専門学校は、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育
成することを目的とする。」と定められ、高専は有明高専創立の前年昭和37年（1962）に
高度成長期の技術者育成のため、早期専門教育と実践的な技術者教育に主眼を置いた高等
教育機関として制度創設されました。これまで優秀な人財を社会に送り出してきた実績に
より、創設後60年を経た今でも産業界をはじめ社会から高い評価を受けています。
　平成16年（2004）には、国立高専は一つの独立行政法人「国立高等専門学校機構」とな
り、国際化、高度化とイノベーションを推進してきました。平成31年（2019）にはタイ高
専が誕生し、アジアを中心に KOSEN として国際的にも知られるようになりました。また、
令和５年（2023）に入って、新たに私立神山まるごと高専も創設され、現在、国公私立を
合わせて58高専63キャンパスで構成され、さらに新たな公立高専の設立も計画されていま
す。
　有明高専の立地する環境は、福岡県大牟田市と熊本県荒尾市を中心とする広域で構成さ
れます。この有明地域は、東洋一の採炭量を誇った三池炭鉱が平成９年（1997）に閉鉱し、
大牟田市は人口が最多であった昭和34年（1959）に比較して半減し、平成26年（2014）に
は日本創成会議が消滅可能性都市に指定するなど、少子高齢化の危機的状況は継続してい
ます。一方、平成27年（2015）には歴史的遺産に対する再評価がなされ、大牟田と荒尾両
市に位置する石炭産業遺産は「明治日本の産業革命遺産」として世界文化遺産に登録され
ました。
　さらに、歴史的文化的な価値を活用した試みはまちなかでも展開され始めました。昭和
11年（1936）建築の旧大牟田商工会館をリノベートした AUREA は、産学連携サテライ
トオフィスが入居するなど市のイノベーション創出事業の核となる施設です。また、荒尾
シティモールにおいて空き店舗を改修・活用して誕生した荒尾市立図書館（ケイ・ニー・
タン設計）では、有明高専学生が再生のためのコンセプトづくりや家具づくりに参画しま
した。地域の再生に向けた多様な動きは持続可能な形で継承されつつあります。
　有明高専は、「幅広い工学基礎と豊かな教養を基盤に、創造性・多様性・学際性・国際
性に富む実践的な高度技術者の育成をめざす」ことを教育理念としています。この10年間
の新たな動きとして、先駆的に平成28年（2016）より創造工学科一学科６コース制とし、
２年生の後期より専門のコースを選択する方式とし、入学志願者の広範な志望に対応でき
るようになりました。また、令和５年（2023）には学校行事として２、３年生によるシン
ガポールへの海外研修を実施しました。さらに同年、九州大学との連携教育を開始しまし
た。
　また、熊本県内への世界有数の半導体製造企業の進出を踏まえ、九州沖縄地区の高専と
連携して半導体人財育成に取り組んでいます。さらに、起業家工房を学内に設け、有明工
房生を募集するなど、アントレプレナーシップ教育を推進しています。
　今後の新たな展開に関して、有明高専へのご協力、御支援をよろしくお願いします。
　なお、本記念誌は、創立50周年以降10年間の有明高専の歩みを中心にまとめています。
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有明工業高等専門学校
創立60周年に寄せて
～高専生らしさを忘れずに～

有友俱楽部（同窓会）会長　岡　　　秀　昭
（建築６期・昭和53年卒）

　有明工業高等専門学校の創立60周年にあたり、卒業生を代表して心よりお慶び申し上げ
ます。 
　振り返りますと、私は11期に入学し、建築学科の１期生と入れ替わりの時で、卒業時に
は10年間（建築学科は５年間）の先輩方が社会に旅立たれたばかりで、高度経済成長時代
が一段落したそんな時代でした。そして、袋小路と言われていた５年間の高専生の一歩先
への道として技術科学大学が創設されたのも、私の卒業と同時で、有明高専からも同級生
が豊橋・長岡の両技科大の１期生として３学年へと進学した年でもありました。 
　平成に入り、電子情報工学科の増設、工業化学科を物質工学科に改組と、時代の変遷と
ともに学科も変遷を重ね、平成13年には専攻科の設置と大きな変革を重ねながら、更には
時代が求める人材育成へと教育内容も変遷を重ねられてこられました。 
　レコード、カセットテープといった時代からＣＤへ、大型コンピューターがパソコンへ
と、半導体、集積回路の発展により小さな中に集約されるような時代の移り変わり、グ
ローバルな視点が求められる時代の要請、私たちを取り巻く環境は大きなうねりとなって、
私たちの生活をも大きく変化させてきました。 
　平成28年度からは従来の５学科から創造工学科の１学科に再編され、環境・エネルギー
工学系（エネルギー、応用化学、環境生命の各コース）と人間・福祉工学系（メカニクス、
情報システム、建築の各コース）の２系６コースで構成された現在の形へと大きな改革が
進められてまいりました。 
　その間、卒業生の皆さんが各分野において広く社会の期待に応えて活躍されてきている
現在までを顧みますと、60年という歳月の積み重ねをしみじみと感じているところです。 
　人間の還暦にあたる60年目の節目に際し、時代の変遷に対応しながら、時代が求める社
会の期待に応えながらの人材育成に向かって、『高専らしさ』を忘れずに、有明工業高等
専門学校が更なるスキルアップ、ステップアップされることを切に願っております。 
　有明高専同窓会・有友倶楽部と致しましても、母校並びに後援会と共に手を携えながら
協調・協力を重ねてまいること御誓い申し上げます。 
　有明工業高等専門学校の更なる飛躍と素晴らしい後輩たちの成長を祈念申し上げ、学校
創立60周年に際してのお祝いの言葉と致します。
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創立60周年に寄せて
後援会会長　稲　益　彰　彦

　有明工業高等専門学校創立60周年、誠におめでとうございます。これまで8, 882名の卒
業生を輩出し、さまざまな分野で活躍されていることはすばらしく、功績は計り知れませ
ん。この記念すべき節目の年に後援会会長として関われることをうれしく思うとともに不
思議な感じもしています。なぜ不思議な感じなのかといいますと、私も有明高専の卒業生
であり、とても褒められた学生ではなかった私がまさか後援会会長として記念誌に寄稿す
るなど考えてもなかったからです。
　32年前の入学時を振り返ると、まだ創造工学科がなく、環境生命コースと応用化学コー
スがなく物質工学科のみで専攻科もありませんでした。修己館の売店がコンビニに変わっ
たことは本当に羨ましいと思いました。そしてまさかの卒業時にはバブル崩壊の余波を受
け有明高専でさえも就職活動が大変な時代でした。
　現在はコロナというパンデミックで落ち込んだ経済が回復しつつありますが、日本はま
だデフレを脱却できておらず、少子高齢化などさまざまな問題を抱えています。そして近
年は毎年のように大規模な自然災害が発生し、令和２年には大牟田・荒尾も甚大な被害を
受けました。今の時代のエンジニアには技術の進歩のみならず、技術を用いて社会問題を
解決できるような人材が求められているのではないかと思います。
　世界に目を向けると物価上昇の長期化やロシアによるウクライナへの軍事侵攻、イスラ
エルとハマスの衝突など日本への影響も大きな事象が起こっています。近年、世界的にグ
ローバル化が進展する中で、エンジニアも国内の社会経済のみならず国際情勢にも目を向
けることが必要です。
　「幅広い工学基礎と豊かな教養を基盤に創造性・多様性・学際性・国際性に富む実践的
な高度技術者の育成を目指す」という有明高専の理念は今の時代に本当に求められている
エンジニアを育成するものであり、これに一丸となって取り組む教職員のみなさまには後
援会を代表して敬意を表するとともに、心より感謝申し上げます。
　後援会は教育事業を支援し、学生の勉学環境の向上と学校の発展に寄与する組織です。
学生が未来を担うエンジニアとして社会に羽ばたいていけるように何ができるか常に最善
を考え最大限の応援をしていきますので、今後ともみなさまのご理解とご協力をよろしく
お願いいたします。
　まったく勉強をせず、自主性を重んじる学校に甘え、今ではエンジニアでもない私が言
うのもおかしな話ですが、有明高専が大好きです。本当に楽しい学生生活を送ることがで
きたと自信を持って言えます。
　ありがとう、有明高専！
　60周年おめでとう、有明高専！
　ありがとう、入学してくれた娘よ（笑）
　結びに有明高専の益々の発展を祈念してお祝いの言葉とさせていただきます。
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　有明高専の創立60周年おめでとうございます。1985
年４月機械工学科（現メカニクスコース）に着任、以
後奉職すること39年、当時女子学生は学校全体でも
たったの１名と記憶しております。その後、現在では
300名近くも在籍しており、時代の変遷を大いに感じ
ております。以下に想い出に残っていることを述べま
す。
　平成元年に初めての担任業務として２年生を担当し
ました。クラス運営において多彩なアクシデントに見
舞われました。この時の艱難辛苦が以後の３年生～５
年生担任業務遂行時に大変役立てることができました。
　平成22年度～平成24年度および平成30年度～令和３
年度までの機械工学科長（令和３年度からはメカニク
スコース長）在任中は日々感謝と反省を繰り返しなが
ら学科運営に当たりました。また、平成30年度～令和
３年度までのキャリア支援室長在任中は学内外で述べ
1,000社以上の企業様、大牟田 ･ 荒尾両市、柳川市、
長洲町等の市町役所関係者との出会いや交流等貴重な
経験を積むことができました。平成20年度～平成25年
度までの教育研究技術支援センター長（現技術部長）
任期中は、センターの再組織化さらには再々組織化を
図り、技術職員の活動がより円滑かつ広範囲に展開さ
れ、現在に至っていることは感慨深い面持ちです。
　平成27年度の JABEE 認定継続審査時には JABEE
プログラム責任者として実地審査に対応し、最終的に
６年間の認定「可」をいただいたときは喜びと安堵感
で一杯でした。当時の JABEE 対応審査部会委員の先
生方には膨大な資料作成や編集を着実に遂行していた
だいたことは賞賛に値すると思います。今後は「国立
高専教育国際標準（KOSEN International Standards 
：KIS」認定受審、認証評価受審時にこの時の経験や
ノウハウを継承して生かしていただければと願ってお
ります。
　クラブ顧問は硬式野球部、卓球部、弓道部等を歴任
しましたが、特に、硬式野球部顧問として四半世紀以
上もお世話になり、高専チームの部長もしくは監督と
して九州地区大会優勝は１回でしたが準優勝も７回と
多く、沢山の嬉しい、苦しい、悔しいシーンを共有す
ることができました。歴代の選手諸氏に感謝します。
　在職中、ほとんど学校運営に貢献できませんでした
が、担任をした学生達が卒業後母校の教職員となり、
勇猛果敢に活躍しております。逸材人物を母校に導い
たことが私の唯一の功績と勝手に自負しております。
光陰、矢の如し。長い間誠にお世話になりました。

　回想の原稿を頼まれた。何か皆様方のお役に立つも
のを書くべきなのかもしれないが、ここでは私自身の
回想として着任当時の思い出を書かせて頂きたい。
　某民間家電メーカーに勤めていた昭和最後の年（昭
和63年）、豊橋技科大時代の恩師で九工大に移動され
ていた鈴木裕先生より電話を頂いた。有明高専でメカ
トロニクスを教える先生を募っているので、受けてみ
ないか？との話であった。仕事もプライベートも充実
していた時期であったが、大学時代からメカトロ関係
の研究開発に携わっていた事や私自身高専出身でもあ
り、高専の事についてはある程度は理解していたつも
りだったので応募し、何とか縁あって平成元年四月に
採用頂いたのであった。
　着任後研究業績が少なかった私は、恩師の鈴木先生
との共同研究をスタートさせ、自由局面金型加工法の
研究開発に携わった。当時、局面経路生成のための大
容量データを高速並列分散処理するシステムがなかっ
たので、大学への内地留学を頂いてそのシステムを開
発した。試作ボードが送られ、緊張する中テストプロ
グラムで32枚のボードが一斉に動作した時の感動は今
でも忘れられない。
　また、ものづくりが好きだった私は、着任前年度か
ら始まった NHK ロボコンに関わりを持つようになり、
気づいた時にはロボットの制御システム開発を指導す
るようになっていた。特に思い出に残るのは着任した
夏に行われた第２回のロボコンである。ラグビーボー
ルをゴール穴に入れる競技で、本校のロボットはバケ
ツでボールを掬い取り、敵陣の穴に蓋をして自陣の穴
に入れるロボットであった。準決勝まで進んだものの、
引分け再試合で久留米高専に惜敗してしまった。その
時操縦していた M28倉本君（産総研）と会った時は
何時もこの話で盛り上がる。懐かしき良き思い出であ
る。
　令和５年度末で定年となり、35年間の教員生活に終
止符を打つ事になる。この間、多くの教職員の皆様や
卒業生、在学生の皆様にお世話になり、今の私がある
のだと思っている。本当にありがとうございました。
末筆になりましたが、有明高専の益々のご発展を祈念
致します。

光陰、矢の如し
南　明宏
メカニクスコース
（1985～）

着任当時の思い出
原槙　真也
メカニクスコース
（1989～）
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　前職の滋賀県文化財保護課主任技師から建築学科助
手として平成３年に着任して以来、33年もの長きにわ
たって有明高専で勤務できたことを大変嬉しく思いま
す。なお、同期の先生は英語の中本先生でした。
　この長い在職期間を振り返ってみようと思います。
研究　　在職期間中に実施した調査研究の対象は、浄
土真宗寺院本堂、神社建築、炭鉱関連施設、近代和風
建築、民家等、多岐にわたっています。調査地域は福
岡県筑後地方が中心でしたが、隣接する地域と比較を
行うため佐賀県東部や熊本県でも調査を実施しました。
調査した建物の中には解体されたものが多々あります
が、文化財として指定・登録されたものが多少ありま
す。例えば、飯塚市の旧伊藤邸（国）、大川市の旧緒
方家（県）、久留米大学本館（国登録）等です。
　現在、地方自治体の文化財関係の審議員等を務めて
いるのは福岡県・福岡市・飯塚市・朝倉市・久留米
市・大川市・柳川市です。多くの自治体の文化財に関
わることができており、これは地元を中心とした高専
での調査研究を継続してきた結果だと、思っています。
学科・コース運営　　学科長・コース長を計９年間勤
めましたが、苦労したことの一つが教員の採用でした。
ご承知の通り、建築学科での教員の定着率は良くなく、
一度に３名の教員が退職したこともありました。新任
の採用がスムーズでないことがしばしばあって、気疲
れすると同時に十分な教育が行えないことで学生に対
して申し訳ないという思いがありました。
教務主事室　　教務主事の氷室先生のもとで６年間主
事補として仕事をしましたが、そこでの記憶に残るこ
ととして、平成18年度から20年に実施した現代 GP と
学科再編等検討委員会での活動です。現代 GP では当
時の専攻科生をはじめ多くの方々の協力のおかげで３
年間の事業を成し遂げることができました。その関連
科目である地域協働特論が継続していることはうれし
く思っています。
　新カリが始まって８年になりますが、当時思惑して
いたこととかけ離れている現実があり、残念に思いま
す。
部活動顧問　　着任当初から顧問であった弓道部での
公式戦における大きな喜びが平成28年の第３回全国高
等専門学校弓道大会における女子団体の優勝です。こ
の時のメンバーは木戸可純さん・大隈三聖さん・津崎
七海さんの３名でした。第５回大会では津崎さんは個
人優勝を果たしました。

　寄稿の依頼が届きました。「近年中に定年退職予定
の先生」というカテゴリに該当するようです。うーん、
そんな年齢になったんだと改めて実感しました。考え
てみると、有明高専に赴任してから14年が経ちました。
あっという間に過ぎた感じです。このような文章を書
くのは得意ではありませんが、ChatGPT を片手に、
赴任当時を振り返りながら書いてみることにします。
　赴任する少し前に、有明高専のキャンパスを訪れた
経験があります。その時は、学生にとっては全く見知
らぬ外部の人でした。一般教育北棟のあたりで学生か
ら挨拶をされました。その挨拶は大声で腰を90度に曲
げる形で、ちょっと違和感を覚えました。後になって、
寮の１年生が指導でこのような挨拶を行うことを知り
ました。その後、この強烈な挨拶はされなくなりまし
た。長い間引き継がれている慣習を変更するのは大変
なことですが、時代とともに変化していけることは、
新たな可能性を開く素晴らしい能力であり、それを実
行できる皆さんは素晴らしいと思います。
　赴任してから数日が経ち、大学時代の後輩と話す機
会がありました。福岡市から通勤していると話すと、

「３日で音を上げる」と言われました。片道2.5時間の
通勤なので「ちょっと不安」と思いましたが、これま
で14年間、通勤を続けてこれました。１日の往復が５
時間強で、１年に235日の勤務があるとすると、14年
間で16,450時間（約685日）になります。時間をかな
り無駄に使ったのかもしれません。一つだけ言えるの
は、交通機関に支払った交通費は結構な金額になって
いるということです。
　赴任１年目から「言語処理系（現：コンパイラ）」
という科目を担当しています。これは５年生の専門の
選択科目で、かなり高度な内容です。当時、それを普
通に授業していると聞いて、「すごい」と感じました。
教えるからには、基本的な概念から処理の動作まで丁
寧に説明することを心がけました。結果として、学生
の皆さんはきちんとついてきてくれました。皆さんの
理解力の高さには感心しました。また、授業だけでな
く、ロボコンやプロコンをはじめとするコンテストに
参加するなど、皆さんの積極性にも感心しています。
今後もこの流れを引き継いでいってください。
　以上の文章は、ChatGPT の添削結果をさらに修正
して書きました。ここに記して、感謝の意を表します。

33年間を回想
松岡　高弘
建築コース
（1991～）

有明高専と四方山話
菅沼　明
情報システムコース
（2010～）
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　Ｈ12（2000）年頃から当時の物質工学科川瀬良一先
生の尽力で同コース４年生の「シンガポール研修」が
開始された。それを契機にＨ20（2008）年以降は毎年、
シンガポールポリテクニック校と相互に学生交流派遣
を実施することが、本校の国際交流であった。
　転機はＨ24（2012）年から５年間実施された、鹿児
島高専を代表校とする文科省大学間連携共同教育推進
事業「九州沖縄地区９高専連携事業」である。Ｈ25

（2013）年度末に氷室教務主事の依頼で筆者が本校の
担当者となり、９高専各校が開拓・実施する学生研
修・インターンシップを相互に開放し学生派遣を拡大
する取組を強力に推進した。同時期に福島健郎校長が
創立50周年記念事業の寄附金残額で「グローバル人材
育成・学生支援基金」を創設し、本校独自の助成金は、
派遣学生数の急増に大きく寄与した（本校ウェブサイ
ト参照）。
　Ｈ28（2016）年に就任した高橋薫校長は、緒方記念
科学振興財団、柿原科学技術研究財団に依頼し、国際
交流支援の助成金制度を実現した。筆者は同年に新設
された校長補佐（国際交流担当）、翌年に副校長（同）
を拝命し、座喜味都孔学生課長の協力により、建築学
科上原修一先生のご縁で千代田フィリピンでのイン
ターンシップ、物質工学科藤本大輔先生の在外派遣を
機に紹介頂いた ESIGELEC（フランス）との協定締
結・学生相互派遣など多数の新規事業を開発し、自分
自身でもコロナ禍前の６年間で学生引率など計18回の
海外渡航を行った。一方で競争的資金・助成金申請に
も注力し、Ｈ28（2016）年以降の８年間で約7800万円
の助成金を獲得した（資料編参照）。その中心は、江
﨑尚和校長の令和元（2019）年に採択された５年間の
高専機構「グローバルエンジニア育成事業」である。
コロナ禍の中、海外からネット経由で基礎的理工系科
目を英語で学ぶ授業などを実施し「オンラインを含む
学生交流プログラムの参加学生比率」で有明高専はＲ
３、Ｒ４に全国高専でトップ５に入った。Ｒ５（2023）
年８月には、２年生と１年延期した３年生の合計414
名でシンガポール研修を実現した。
　スウェーデン NTI 校との相互派遣など、受入の拡
大で学内の国際化を進めており、２年後には有明高専
のほぼ全員が多様な海外経験をして卒業することにな
る。
　最後に、これら多くの取組が実現できたのは、歴代
校長始め、取組に関わって頂いた多くの教職員の方々
の尽力のお陰である。改めて御礼申し上げます。

　私が赴任したのは、平成２年４月です。電子情報工
学科（現情報システムコース）の一期生が２年生の時
で、情報工学科棟（現６号棟）・女子寮（桜棟）もま
だありませんでした。時代としてはバブル崩壊の少し
前あたりになります。赴任前は学生でしたので、バブ
ルの恩恵を受けることはあまりありませんでした。
　学校は週休２日制導入前で、土曜日は午前中授業を
して、午後は部活動という感じでした。寮の宿直室は
畳敷で、冬はこたつを使用していました。冬場寮生が
質問に来た時などは、こたつに入って解説をしていま
した。ゆったりとした気分になるためか、勉強以外の
ことについても色々と話す学生が多かったと思います。
　一般教育科教員室（当時は教官室と呼んでいまし
た）は、今の一般教育南棟の西側にありました。廊下
の片側に部屋が並んでいる今の配置とは異なり、廊下
の両側に向かい合わせで部屋が並んでおり、壁がグ
レー基調であることも相まって、昼間でも薄暗い感じ
でした。特に、私と三戸先生の３階の東奥の２部屋だ
け余分に１枚扉があり、その扉を開けて左側に三戸先
生の部屋の扉、右側に私の部屋の扉という感じで、不
思議な作りでした。通常廊下には物を置けないのです
が、扉があるので小部屋的に書架などを置けたので重
宝しました。また、廊下の南側に並ぶ教員室側には、
今と同じようにベランダ通路がありましたが、３階は
教員室のところで切れていて、今のように２年４・５
組の教室には行けないようになっていましたが、ベラ
ンダから教員室内を覗けるようになっていました。
　赴任当時教えていた数学の内容は、全学生４年生修
了次までに、現在の必修科目に加えて理系選択に含ま
れているベクトル解析・複素関数論・フーリエ解析ま
ででした。赴任当時は、かなり難しい内容まで学んで
いるなという印象を持った気がします。また、今思う
とかなりハイペースで授業を進めていたことになり、
当時の学生はよくついて来れたなと思います。また、
入学時に学科が決まっており、混合学級も実施されて
いなかったので、同一学年内で教え方が異なってるこ
ともあり、行列式を置換群から教えている先生もおら
れました。
　赴任当時の話を思い出すままに書きましたので、あ
まりまとまりのなく、もしかすると勘違いも含まれて
いるかもしれません。約30年前の雰囲気が少しでも伝
われば幸いです。

国際交流拡大の軌跡
山口　英一
一般教育科（社会）
（1995～）

赴任した頃
村岡　良紀
一般教育科（数学）
（1990〜）
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　私が本校に着任した昭和61年４月当時は、電子情報
工学科棟（現６号棟）や専攻科、総合研究棟もなく、
一般教育棟と建築棟（現４号棟）などをつなぐ２階、
３階の渡り廊下もまだ設置されておらず、福利施設

（修己館）が竣工からまだ３年程度といった頃でした。
　そんなころに技術職員として入職し、電気工学科の
主に４年生、５年生の学生実験の担当をさせていただ
きました。実験以外にも、学内 LAN 未整備（一部を
除き）の頃に、Apple 社製の PC 端末でメッセージの
やり取りやプリンタの共有をするために AppleTalk
ネットワークの構築やメッセージ交換ソフトウエアを
HyperCard で作成したことが思い出されます。また、
若い頃には剣道部のコーチとして学生たちと日々の稽
古にも励み全国大会に連れて行ってもらったこともあ
りました。
　その後、私は平成９年度より情報処理センター（現
総合情報センター）に主たる担当業務を移し、低学年
の情報リテラシ（当時の科目名は異なりますが）の授
業、演習室関係機器の管理、校内 LAN サービスに関
する業務にあたっています。また、平成17年には国立
大牟田病院さんからの技術相談（筋萎縮性側索硬化症
ALS、進行性筋ジストロフィー患者利用スイッチ開
発）にも関わらせていただきました。その他、研究
会・発表会を通じて全国の高専技術職員さんと繋がり、
令和元年３月に立ち上げられた「全国高専技術長等ア
ライアンス」では、ミーティングや会議運営のお手伝
いをさせていただきました。
　技術職員の組織についてもいろいろな動きがありま
した。着任時は学生課教務係や、実習工場係に配置さ
れていたいわゆる教室系技術職員は、定員削減という
波をなんとか乗り越えながら、平成13年４月教育研究
技術支援センターの設置・組織化、平成17年４月再組
織化（校長直下組織、教員センター長、技術職員技術
長配置）されました。また、平成30年４月には技術部

（施設から組織へ）に改組されました。専門ごとだっ
た技術班は各学科等との関係・業務は保ちながら分野
横断的な構成とし、加工、制御、分析という３つのグ
ループとなり、技術部長、技術長、技術長補佐ととも
に実験・実習等、出前授業、共同研究、地域支援など
に取り組んでいます。 
　最後に、60周年を迎える有明高専とともに、私も還
暦を迎えます。有明高専のさらなる発展を願いつつ、
自らの次の目標を探していきたいと思います。

　2020年に入り国内初の新型コロナウイルス感染者が
確認された。本校においても校長のもとで各種対応策
が検討され、学生の「健康チェック実施要領」や「新
型コロナウイルス関連にかかる留意事項」等が取りま
とめられていった。
　令和元年度の卒業式および令和２年度の入学式は中
止という苦渋の選択をせざるをえなかった。また、在
校生には３月末まで課外活動を含めて登校を原則禁止
することになり、学生の海外派遣等も中止せざるを得
ず、学生の貴重な体験機会が皆無となってしまった。
　感染症はさらに猛威を振るい、ついには４月７日に
東京・神奈川・埼玉・千葉・大阪・兵庫・福岡の７都
府県に緊急事態宣言が発出され、16日には対象が全国
に拡大されていった。本校では、令和２年度の授業開
始日を延期し、学びを止めないために教職員一丸と
なって授業を開始できる体制作りに取り組んだ。その
結果、５月の連休明けに遠隔授業として座学を中心に
スタートできた。その後、同窓会の協力のもとに通学
中の密を解消するため通学時間帯のバスの増便を図り、
遠隔授業では対応しにくい科目を中心に６月８日から
二学年ごとを対象に分散登校を開始した。登校にあ
たっては、「健康状況確認シート」を用いた健康管理
の徹底、さらに登校時はサーモカメラによる検温を済
ませたのちに教室へ入室するなど感染拡大防止を図っ
た。
　また、教職員は教室をはじめ、学生の安全確保のた
めに消毒や換気の徹底を図り、綱渡りの中であったが、
学生の協力のもとで分散登校も軌道にのってきた矢先
の７月６日に大牟田・荒尾地域に未曽有の豪雨が襲い、
大牟田市では７月の月降水量の平年値の約1.8倍の降
雨量が４日間で観測されなど、各地で浸水被害が相次
ぎ、交通手段は寸断され、日常生活に大きな支障をき
たした。豪雨の影響に配慮しながら、７月13日から全
面登校へと移行し、前期末試験を８月31日から９月４
日に対面で実施する計画で授業を進めていったが、今
度は試験期間中に台風の影響もあり、試験開始時間を
遅らせるなどの混乱が続いた。
　この年は、「ありタムフェスタ」や「全国高等専門
学校体育大会」なども中止となり、学生にとってはつ
らい一年となったが、そのような中でも学生が勉学に
取り組んでくれたことは、今でも誇りに思い、これら
の経験を乗り越えた学生の皆さんの社会での活躍を心
から祈っています。

37年振り返り
堀田　孝之
技術部
（1986～）

2020年を振り返って
明石　剛二
メカニクスコース
（1988～）
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　約35年前、当時２年生までは全寮制の最寄りの高専
を進学の選択肢として勧められたが、寮に入りたくな
い理由で県立高校を受験した。寮に入りたくなかった
人間が、有明高専に赴任し24年目、その半分近くの期
間を寮に携わることになるとは…。最初の２年間（平
成16年度～17年度：中島主事）は、仕事に慣れるだけ
で精一杯だった。２回目は４年間（平成22年度～25年
度：明石主事、井上主事）で、最初の２年はほぼ毎日
寮則違反者の対応に追われていた。この時には、まだ
違反点数制度はなく、寮生の処分は寮務委員会で違反
内容に応じて決定されていたが、あることがきっかけ
で、違反点数制度を導入することとなった。違反点数
制度が導入されたことで、寮則違反者は徐々に少なく
なり、毎日の寮生指導も激減した。残りの２年は、慢
性的な女子寮不足による桜棟増築を推進したが実現し
なかった。３回目は寮務主事として寮に４年間（平成
30年度～令和３年度）関わったが、令和元年に桜棟の
裏山が土砂災害特別警戒区域に指定されていることが
分かり、豪雨の度に寮のことが気になって仕方がな
かった。年度末にはコロナ禍となり、令和２年度は４
月から閉寮状態、６月８日から分散登校で新年度が始
まった。７月６日には寮の横を流れる関川が氾濫し、
寮には太ももに達する程の水が流れ込んで、食堂と銀
杏棟の一部が浸水した。水害で大牟田市が全国的に報
道されたときである。このように、３年目は災害に見
舞われた年になったが、令和３年度には桜棟新築が決
まり、最後の仕事が新桜棟の竣工式であった。
　主事を交代し、令和４年度は銀杏棟の改修と食堂・
男子浴室の新築が行われ、令和５年度は青葉棟と紅葉
棟の合築工事が進んでいる。残るは若葉棟だけである。
　最後になりますが、特にコロナ禍では、寮生・保護
者の皆様にはいろいろとご不便をおかけしましたが、
ご協力いただきありがとうございました。
　お世話になりました歴代の寮務係・寮母の皆さん、
寮務主事室の先生方にもお礼申し
上げます。

　この10年間を振り返ると、主事を務めた６年間が私
にとって最も大きく、貴重な経験となった。平成26年
４月から２年間は福島校長のもとで寮務主事を、平成
30年４月から令和４年３月までの４年間は高橋校長・
江﨑校長のもとで学生主事を務めさせていただいた。
それまで寮務・学生のいずれも主事室経験のないまま
主事という大役を仰せつかり、学生の日常生活に直接
かかわることへの緊張と不安とを抱きながらスタート
したことを憶えている。
　主事在任中はそれこそ模索の連続であった。
　寮務主事を務めた際は入寮希望者の増加への対応に
頭を悩ませた。苦肉の策として、若葉棟の一部を女子
寮に変更し、その分減った１年生男子の居室を３人部
屋から４人部屋に変更することで何とか対応した。他
にも寮生の生活環境の整備や寮関係業務の効率化や教
職員の負担軽減に向けて取り組んだ。
　学生主事には三主事室が主事・副主事の２名体制を
とることになったタイミングで就任した。同時に学生
主事がセンター長を務めることとなった学生サポート
センターの設置も重なった。それまでとは異なる新し
い体制のもとで、学生指導や学生会活動のサポートや
学生サポート体制の確立、課外活動の在り方の検討な
どに取り組んだ４年間であった。この間、実に色々な
ことがあったが、在任中の最も大きな出来事といえば、
新型コロナウイルス感染症の影響により、学校生活が
一変したことであろう。未知なウイルスに対し、人と
の接触を抑制され色々な学校行事を中止あるいは縮小
せざるを得なかった。学生会行事も然り。令和２年か
ら装いを新たに「ありタムフェスタ」として開催した
学生会イベントも、令和３年および令和４年は一般公
開せず無観客での開催となった。制限された中では
あったが、学生は見事にコロナ禍に順応し、工夫され
たイベントに感心した。
　主事在任中、できたこともできなかったこともある
が、この間無事（？）に務めることが出来たのも、学
生の協力があったこと、そして関わっていただいた教
職員の皆様にご協力いただいたおかげである。特に
寮・学生いずれも主事室での経験がなかった私に、主
事補、副主事として強力にサポートいただいた先生方
には感謝の言葉しかない。この場を借りて御礼申し上
げたい。

10年を振り返ると…
石丸　智士
エネルギーコース
（1994～）

岱明寮とともに
松尾　明洋
一般教育科（化学）
（2000～）

紅葉棟

銀杏棟

新桜棟

新桜棟
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　60周年を迎えた有明高専。私が着任したのは平成８
年なので、およそ半分を本校で過ごしたことになる。
開校から50年間は「50周年誌」に譲るとして、それ以
降のことを教務主事の立場から２点書いてみたい。
　１点目は教育の質保証についてである。10年前のＨ
25年度は、高専教育のミニマムスタンダードとして、
機構本部から「モデルコア・カリキュラム（MCC）」
試案およびガイドラインがだされ、各校で MCC に対
応したカリキュラムを検討し始めたころである。ここ
数年、実験スキル評価やピアサポート体制の構築をは
じめ、令和６年度から始まる MCC 改訂版への対応な
ど、「教育の質保証」の重要性は更に増すことになる
だろう。
　２点目は、Ｒ３年からは新型コロナウイルス感染症
も猛威を振るい、特にオミクロン株が主要な流行株と
なってからは急激に陽性者、濃厚接触者数が増加し

（図１）、学級閉鎖や学年閉鎖も実施した。５類に引き
下げられたＲ５年５月からは、陽性者数はそれほどで
ていないが、Ｒ５年８月に行われた２年生、および３
年生のシンガポール研修（Ｒ４年度は研修が中止と
なったため、Ｒ５年度に出発時期を数日ずらして実
施）でも、陽性者がでている。以前は冬の病気だった
インフルエンザも、季節を問わず散発的に流行が見ら
れている。また、天候不良による自宅待機も以前に比
べ増加しており、Ｒ４年度は２回、Ｒ５年度には９月
末ですでに４回実施した。このような、感染症や天候
不良による影響は今後も続いていくことが予想され、
頭の痛い問題の一つである。
　このような状況でも学生はたくましく成長している。
今後はアントレプレナーシップ教育の推進なども計画
しており、地域社会や卒業生各位との協力も必要とな
る。今後とも有明高専へのご支援をよろしくお願いい
たします。

　平成11年４月から有明高専での教員としてのキャリ
アをスタートして、今年で25年目となりました。いよ
いよ本校は創立60周年の節目を迎えましたが、直近の
10年間は本校の改組に伴うカリキュラム改変など、多
くの変革が行われてきました。現在、学生主事を務め
させていただいていることから、学生主事室に関する
ことを振り返ることにします。
　まず初めに、有明高専では伝統的に体育祭と高専祭
を隔年で実施してきましたが、隔年での開催はノウハ
ウの引き継ぎに関する問題や学生からの希望調査等に
より、令和元年から体育祭と高専祭を融合した『あり
タムフェスタ（Ariake Autumn Festival）』を毎年開
催という形に生まれ変わりました。何事も長年続いた
形を変えることは大変な労力や時間が必要かと思いま
すが、当時の学生主事室や学生会のご苦労は大変で
あったのではと察するばかりです。しかしながら、こ
の進化は、創立50周年を記念して決められた本校の校
訓の一つである『進取創造』の精神を見事に反映して
いるように思います。その後、コロナ禍の影響を受け、
３年間は内容の限定や来場者の制限など、様々な工夫
や対応策を考えながら継続してきました。令和５年度
は、ようやく通常通りの開催を予定しており、学生た
ちの創意工夫や精一杯のおもてなしを保護者や学内外
の皆様とも共有できると感じているところです。
　次に、平成30年に設置された学生サポートセンター
も大きな変革の一つです。学生サポートセンターは、
本校学生が安心して充実した学校生活を送ってもらえ
るように様々なサポートを行う組織です。令和５年度
に『ピアサポート推進室』が追加設置され、現在、学
生サポートセンターは『学生相談室』と『キャリア支
援室』を合わせた３本柱となりました。近年、特に学
生相談室にはカウンセラーやスクールソーシャルワー
カーが配属され、学生は専門的なサポートを受ける体
制が整ってきました。学生たちも時代の流れとともに
様々な悩みを抱えており、今後はより一層、学生に寄
り添ったサポートが必要になると考えられ、高専では
これらのサポートを充実してできるように様々な対応
を行っています。
　最後に、次の創立70周年、さらには創立100周年に
向けて本校が発展していくことを祈念しています。

60周年を迎えて
田中　康徳
応用化学・環境生命コース
（1996～）

直近10年間の変遷
坪根　弘明
メカニクスコース
（1999～）

図１　新型コロナウイルス陽性者数の推移
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　私が有明高専に着任する２年前に、有明高専は30周
年を迎えていた。着任した年は、１月に阪神淡路大震
災が起こり、３月に地下鉄サリン事件が起こった年で
あった。電子情報工学科棟や桜棟もすでに建っていて、
翌年に生物棟が竣工した。平成13年に専攻科が設置さ
れ、総合研究棟が平成15年に竣工した。また、平成11
年から一般科目棟（現一般教育北棟）や新一般棟、選
択制教室棟、（現一般教育南棟）の改修を皮切りに全
校的改修工事が始まった。３年生以下は別の場所に臨
時の教室を設けて過ごした。特に１年生は武道場や図
書館１F で講義したことを覚えている。
　平成16年に高専機構が設置する国立高専へ移行し、
教官から教員へ変わった。また、平成18年度と19年度
は人事交流で八代高専（現熊本高専八代キャンパス）
へ配置換となり、平成20年度に再び有明高専へ配置換
となった。
　平成25年に有明高専は50周年を迎えた。大牟田文化
会館で50周年記念の全学生出席の式典を開催した。
　平成28年度に創造工学科へ改組し、創造工学科１期
生が入学した。２年生後期初めに所属コースを決める
制度に変わった。
　令和２年初めに新型コロナウイルスが発生し、学校
生活も大きく変わった。さらに、７月に熊本県北部に
豪雨が起こり、岱明寮のそばを流れる関川が氾濫し、
寮も食堂棟や銀杏棟が浸水した。
　令和３年に熊本県から寮の裏山が災害危険区域に指
定され、桜棟と食堂棟、男子浴室の移転が決まり、令
和４年に新女子棟、令和５年に食堂棟（あらたば）と
男子浴室が竣工した。
　また、築50年以上経っている男子棟の改修が行われ
ている。まず、令和４年に銀杏棟の改修を終えた。現
在、青葉棟と紅葉棟を合わせた新棟を建設中である。
そのため、５月に青葉棟が解体された。今年度中に新
棟が竣工予定である。それに合わせて紅葉棟が解体さ
れる。若葉棟については現在申請中であり、近々建替
等が行われると思われる。
　60周年を迎え、遠方の学生が長年過ごした学生寮が
大きく変わっている。

　1996年４月に有明高専の機械工学科に入学し、2005
年４月に教員として着任しました。立場は違いますが
有明高専在籍24年を迎え、人生の半分以上を有明高専
で過ごしてきたことになります。おそらく自宅の次に
長い時間を過ごしていると思います。だからこそ、今
の自分の基礎は、多くの方々に出会い、多くの事を経
験して、身に着けたことによるものが多いです。
　学生時代は１～３年生でクラスの真ん中くらいの成
績でしたが、部活動の硬式野球とロボットコンテスト
に参加し、勉強にも取り組みました。特に４年生では
高専大会とロボコン、インターンシップが重なり、と
ても有意義でしたが、かなりハードな時期を過ごして
います。５年生では大学編入試験、高専大会と一発勝
負の行事が多く、しっかりと準備して臨んだのを覚え
ています。大学でも研究に取り組み、半年早く学位を
取得させていただきました。このような経験をしてき
て思うことは、この時の「フルスイング」が今の自分
の基礎になっているのではないか、ということです。
１つの目標があれば、どのような経路で、どのような
道具を使って一生懸命に取り組めば辿り着きそうか、
それを考える習慣が身に付きました。多くの方は「学
生時代に戻りたい」と言います。ただ、全ての事に対
してこんなことをやっていると、かなりきつかったで
すね。だから、私的には学生時代には戻りたくないで
す。 
　学生時代は、「卒業してすぐに１本のホームランを
打つよりも、10年後に２本のホームランを狙って打て
るプレイヤーになりたい！」というのが目標でした。
それが今、少し達成できてきている気がします。そし
て、2020年から2023年は新型コロナによって、これま
た鍛えられました。そんな中で皆で掴んだロボコンの
全国大会出場は、一生懸命な取り組みの結果だと思い
ます。これから10年、20年と、さらに自分の基礎を築
いて、いろんな方に恩返しできるように頑張りたいと
思います。

有明高専60周年にあたって
西山　治利
一般教育科（数学）
（1995～）

今の自分の基礎になるもの
篠﨑　烈
メカニクスコース
（2005～）

新型コロナで鍛えられた結果のロボコン全国大会：両国国技館
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　有明高専創立60周年に寄せてということで、創立51
～60年（2014～2023年）を振り返り、その中で、僕に
とって一番大きなインパクトがあった2022年に開催さ
れたデザコンを紹介させていただきます。
　このデザコンは、本校が主管校として運営した大会
で、その実施統括責任者を僕が仰せつかりました。こ
のような役をいただくのは初めてのことで、「自分に
務まるのか」と思いましたが、「とにかくやるしかな
い！」ということで、引き受けさせていただきました。
　2022年はコロナが落ち着きだし、これまでの社会活
動の回復時期であったため、デザコンも３年ぶりの通
常開催となりました。そのため、主管校としての運営
準備は手探り状態が続きましたが、多くの皆さんのご
支援により、何とか大会開催に辿り着きました。責任
者として自分ができたことはほんの僅かで、各競技部
門の先生方、事務的な準備をされた学生課の皆さん、
大会当日協力いただいた教職員、有志学生の皆さんに
は感謝の気持ちでいっぱいでした。有明高専の皆さん
の協力体制の素晴らしさをつくづく感じる大会になり
ました。ありがとうございました。
　最後に、大会の閉会式では有明高専３チームが表彰
されました。舞台袖で学生たちが表彰される姿をみて、
何とも言い難い感情がこみ上げてきました。これまで
の苦労が報われた気持ちに
なりましたし、学生たちの
頑張りを心から嬉しく思い
ました。これからもデザコ
ンを通して、学生たちと
色々な学びをしていきたい
と思っています。

　私が有明高専に赴任したのは今からちょうど20年前
で、有明高専が創立40年の時でした。私は高専着任が
九州初上陸だったこともあって、当初は方言で苦労し
ました。普段九州弁を話す機会があまりなかったため、
同僚や学生に教えてもらっていました。「先生、な
まっとるばい！」当時１年生の学生 ( 私と同期です )
に授業中にそう言われ、「君もなまっとるやんか！」
と学生と大笑いしたのは今でもいい思い出です。
　その学年の卒業生から、先日子どもが生まれたと便
りがありました。かわいいお子さんの写真を見ながら
あることに気が付きました。あの頃は学生と年齢が近
く、学生のお兄さん的な気持ちでいたのですが・・・、
いつの間にかもうお父さん的な立ち位置になっている
ことに。
　赴任してから20年、これまで多くの出来事がありま
したが、特に2019年からの「新型コロナウィルスの流
行」は我々の生活に多大な影響を与えました。部活動
の制限、研修旅行やインターンシップの中止など、当
時の学生は多くの思い出をコロナに奪われました。学
生が学業を達成し、新たな段階に進むことを祝福する

「卒業式」は、高専生活で最も重要な行事であり、私
たち教員も毎回特別な気持ちで出席しますが、それも
実施できなかった学年があり、非常に無念です。
　ただコロナの影響は悪いことばかりではありません。
コロナのまん延で遠隔授業が導入され、オンラインと
対面のハイブリッド教育が活発化されました。オンラ
インでの授業プラットフォームや教材などが積極的に
導入され、授業へのテクノロジーの導入が促進された
ことは、唯一良かったことかもしれません。それによ
り柔軟な学習環境が提供され、学生の異なるニーズに
対応できるようになってきています。今後教育の現場
はコロナパンデミックからの教訓を元に、より効果的
で包括的な学習体験を提供するために進化していくで
しょう。私も変化し続ける学生や教育現場に対応でき
るよう、日々精進していかなければいけません。

デザコン2022 in 有明
岩下　勉
建築コース
（2000～）

勤続20年目になりました
藤本　大輔
応用化学・環境生命コース
（2003～）

デザコンに取り組んだ学生たち（作品や受賞盾とともに）

表彰をうける有明高専チーム
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　有明高専創立60周年、誠におめでとうございます。
　私が本校に赴任した30年前、第２体育館と一般教育
北棟の間にある「友夢創家」は30周年記念として造ら
れたばかりでしたが、それから30年間、学生の憩いの
場として使われてきました。私自身もこの30年間に学
科・コース、担任クラス、授業や部活動（バレーボー
ル）などで多くの学生と出会い、たくさんの良き思い
出を得ることができました。いま、「ありがとう」の
気持ちでいっぱいです。赴任した当初は20代で、昼休
みに学生と一緒にテニスなどを楽しんだり、徹夜で卒
研生に付き合ったりと少し無茶もしましたが、当時か
ら毎日をとても楽しく過ごしていたことを思い出しま
す。一方、多くの教職員の方々に支えていただいてき
ました。良き先輩の先生方にも恵まれ、さまざまなこ
とを教えていただきました。30年間にいただいた恩恵
に対して、この場をお借りして感謝申し上げます。
　担任は赴任２年目の電子情報工学科５期生（３年
生）を皮切りに務めてきました。近年、担任したクラ
ス学生など卒業生のお子さん方が本校に入学され、親
子２代でお付き合いできることは嬉しさも格別です。
赴任当時のフレッシュさが蘇えってくるような気持ち
です。
　この30年間、失敗したこともたくさんあります。そ
の経験を糧に、定年までの十年余りを学生の成長の手
助けができるよう努めたいと思っています。
　最後に、在校生はもとより卒業生の皆様のご健康と
ご活躍をお祈りしますとともに有明高専の益々のご発
展を祈念いたします。

瞬く間の30年
嘉藤　学
情報システムコース
（1994～）

真新しい友夢創家での I ５クラス写真（1995年）

編 集 後 記

この60周年記念誌では、校長、同窓会長、後援会長の
ほか、長年のご功績を積まれた先生方、コロナという
未曾有の出来事に直面し対応された三主事の先生方、
そして50周年誌の編集に携われた先生方にご寄稿頂き
ました。ご多忙の中、ご執筆頂きました皆様に深く御
礼申し上げます。（NE）

本校でのたくさんの出来事や思い出、想いなどがあっ
たことを改めて感じさせられましたが、いかだったで
しょうか。末尾になりましたが、ご寄稿くださった皆
様に改めて感謝申し上げます。（MA）

創立６０周年という節目に立ち会えて光栄です。これま
で 1 万名弱の卒業・修了生を輩出しており、これから
の更なる発展を祈念します。（HE）

ご寄稿いただいた皆様ありがとうございました。これ
からも高専が更に飛躍できるよう努めていきたいと
思っております。（KM）

本校を支えてこられた寄稿者の皆さまの思いと歴史を
のせ、次の70年に繋げていけたらと思います。（YY）

今回の寄稿集に携われたこと、部会の一員としても記
念になります。ありがとうございました。（MU）



創立60周年記念誌
寄　稿　集
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